
 婚姻届の記載例と記載上の注意点 

届出する日付をご記入ください。 

届出日が法律上の婚姻日となります。 

未来や過去の日付での受付はできません。 

○届出時に登録している

住所をご記入ください。 

○婚姻届だけでは住所異

動や世帯合併はできませ

ん。 

○必要に応じて、別途住所

異動届を提出してくださ

い。 

○婚姻届により夫婦の戸

籍ができます。 

○夫の氏、妻の氏のいずれ

か選択してください。 

○新本籍の欄は、夫婦の本

籍の設定欄です。注意点を

必ずご確認ください。 

 

届書はＡ３サイズで提出してください。 

○黒のボールペンを使用し、丁寧にご記入ください。消せるボールペンや鉛筆などは使用しないでください。 

○土日祝日、業務時間外に届出する場合は、警備員室での受付になります。翌開庁日以降に戸籍担当が記載内容を

確認し、不備がなければ届出された日にさかのぼって受理となります。 

○記入漏れ、誤りなど書類に不備がある場合や受理できない状態の場合は、後日来庁いただくことがあります。 

○都城市役所の業務時間は、平日午前８時３０分から午後５時１５分です（年末年始を除く）。 

同居を始めたとき、または結婚式を行ったときをご記入ください。 

まだ同居も結婚式もしていない場合は、空欄で差し支えありません。 

○婚姻届出には、成人者二

人（親族、知人でも可）の

証人が必要です。 

○それぞれ証人本人の自筆

署名、生年月日、住所、本

籍を証人本人がご記入くだ

さい。証人が夫婦の場合で

も、氏や住所、本籍は省略

せずご記入ください。 

○証人欄が、未記入や疑義

がある場合は受理できませ

ん。 

初めての婚姻の場合は「初

婚」に、再婚の場合は「死

別」か「離別」をチェック

し、死別日もしくは離別日

をご記入ください。 

届出人の欄は夫になる人、妻になる人それぞれの婚姻前の氏にて、自筆

署名をお願いします。 ※注意点 

◆初婚かつ令和 4年４月１日時点で１６歳以上１８歳未満の女性は、父母の同意が必要です。別途婚姻同意書を添

付していただく必要があります。婚姻同意書の様式は、各市区町村の戸籍担当窓口にあります。 

◆新本籍は、届出する時点で存在する土地の地番号に置くことができます。なお、住居表示の場合はその街区符号

となります（例：都城市姫城町６街区２１号の場合には都城市姫城町６番となります）。アパート名等は本籍には

入りません。 

◆新本籍を設定することが可能かは、新本籍を設定する市区町村役場にお問い合わせください。 

◆婚姻後の夫婦の戸籍の証明は、新本籍を設定された市区町村で発行されます。 

◆婚姻届出後、記載内容の審査を行いますので、すぐに戸籍や住民票の証明は発行できません。（概ね婚姻届出から

１～2週間後に証明発行できます。） 

◆ご不明な点は、市区町村の戸籍担当にご相談ください。 

平日午前８時３０分から午後５時１５分までに連絡の取れる電話番号

をご記入ください。 

どちらかが再婚で、再婚の方の氏を選択した場合、新本籍の記載は不要です。 


